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残 業

月ごとの固定給や手当を
もらっている人はその
固定分の月ごとの合計を
書く（ボーナスは含めない）

日給や時給で受け取っている人は
「残業代や手当」を除いた賃金の
月ごとの合計をこちらに書く

月給制などの人も含めて
時間単位の残業代はここに書く
（ボーナスはここにも含めない）

平均賃金の算定期間に
私病などの理由で休んだ
日がある場合はここも
書く

日雇いで働いている人は
こちらに書く

次のページで求める金額

災害発生日の前の賃金締切日
から数えた過去３ヶ月間に
ついて書く。
私病などで休んだ日がある
場合は、休んだ日を除いた
日数を丸で囲んで隣に書く

実際に働いた日数

「日雇」を選んだ場合は下の
「A」、「B」欄は記載不要。
かわりに「日々雇い入れられる者の
平均賃金～」欄に記入する

２つ（または３つ）の方法で
平均賃金を計算し、最も
高いものを平均賃金とする

会社に聞く

この用紙は休業給付の
請求書に含まれている

週給制などの場合はこの後の
書き方が違ってくる。
ここでは月給制の場合を
例にあげる

亡くなった労働者の平均賃金についてまだ労基署に
申告していない場合は提出する。他の労災給付請求時に申告している
場合は提出不要
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私病などで休んだ日についても支払われた
賃金があるなら、その金額を記入する。
住宅手当が月 20,000 円とすれば
20000 ÷ 31( 月の総日数 ) ×1( 休んだ日数 )
で 645.16・・となり、小数点以下を
削り 645円となる

災害日前の２年間に支払われた
ボーナスの額を記入する欄。

平均賃金の計算期間に私病などで休んだ日がある場合は書く

まだ労基署に申告していない場合は提出する。
他の労災給付請求時に申告している場合は提出不要
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会社に聞く

会社に書いてもらう

現在も在職中の場合は
日付のかわりに「現在」
と書いておけばよい

亡くなった労働者が複数の会社で働いていて、
なおかつその会社についてまだ労基署に申告していない場合は提出する。
他の労災給付請求時に申告している場合は提出不要

別の会社でも働いていた場合は
その別会社についても改めて
別紙１と別紙２（１～２ページ目）
を用意し、そこで計算した
金額を書く

会社の所在地を管轄する
労基署の名前を記入

この用紙は休業給付の
請求書に含まれている


